であった という 話で ある。 

磁石に 感ぜぬ 鉄の 合金 

一に 一 を 加えて 二になる の は 当り前 だが、 白い物と 

白い物 を 合せれば 必ずしも 白くなる と 限らぬ。 合金な 

どの 性質 も 一 般に その 組成 金属の 性質から 推して 知ら 

れぬ 妙な 事が ある。 例えば 普通 金属 中で 最も 磁石に 感 

じゃすい もの は 鉄と ニッケル だが、 不思議な 事に は 鉄 

を 七十 七、 ニッケル を 二十 三の 割合に 交ぜて 作った 合 

金 は 常温で は ほとんど^ 石に 感じない。 ハイカラ 同志 



が 結婚して 急に 世帯 染みた という 訳で も あるまい が、 

とにかく この 不思議な 合金 を 航海の 方に 応用す る 事に 

なった。 一体 近来の 汽船に は 鉄 を 多量に 使用す るた め、 

ややもすれば 船体の 鉄材が 船の 生命 —— 羅針盤の 磁石 

に 感じて 多少の 誤差 を 起させる。 されば と 云って 鉄の 

代りに 他の 金属 を 用いて は 高くなる。 これに は 前述の 

一 一十三 プロ セント ニッケル 鋼 を 羅針盤の 近傍 必要の 箇 

所に 使ったら よいと いうので、 目下 ブレ メンで 新造 中 

の 船に はこれ を 採用す る はずに な つてい る。 

(明治 四十 年 九月 三日 『東京 朝日 新聞』) 



ば、 好い 工合に 按摩が 出来る という 仕掛けで ある。 

(明治 四十 年 九月 四日 『東京 朝日 新聞』) 



獣肉 中に 結核の 有無 を 見る に は 従来 ただこれ を 切開 

して 吟味す るより 外に 手段はなかった が、 近頃 ある 人 

が X 光線で 透して 見て すぐに 病 所の 有無 を 知る 事 を 発 

見した。 

力 ナリヤの 雛 

近頃 英国で、 ある 学者が 二 軒の 小 鳥屋に ついて カナ 

ひなどり 

リャが 生む 雛鳥の 雌雄の 数 を 調べて みた 処、 甲の 家で 

は 雌 百に 対し 雄が 七十 七で あつたが、 これに 反して 乙 



人間の 指の 渦紋の 形 は 生れ 落ちてから 死ぬ るまで 変 

らな いもの 故、 人間の 見覚え をす るに は 最もよ い 目印 

しで ある。 それで 現に 罪人な どの 指 形 を 紙に 写して お 

いて 再犯の 時の 参考に する 事が ある。 これなら ば 額の 

ほくろ や 瘤な どよ リは 確かな 事 は 勿論であろう。 そこ 

で 十本の 指の 紋が こと ご とく 符合す るよ うな ものが 二 

人 以上 あるだろう かと 云う に、 ある 数学者の 計算した 

結果に よれば ザット 六十 四 万 億 以上の 人間 を 集めな け 

れば 同じ 指の 人 は 一 一人と は あるまい と いう 事で ある。 

世界の 人口 悉^で もわず かに 二十 億に 足らず だから、 



先ず 同じ 人 はない と 見て よかろう。 今に 指 形 を 印に 親 

子の 再会な どと いう 新聞種が 出来る かも 知れぬ。 

(明治 四十 年 九月 七日 『東京 朝日 新聞』) 



いし 二八 八 キログラム メ —， ^ルの 仕事 をす る。 もう 少 

し 分り やすく 換算 すれば、 一 秒 ごとに 三十 五 匁ない し 

七十 匁く らいの もの を 一 尺く らい 持ち上げ るのと ほと 

んど 同じく らいで ある。 普通の 対話なら ば この 五分の 

一 くらいな もの だとい う。 但し 演壇 を あちこち 歩き 

廻った リ、 拳固 を 振り まわす 労力 はこの 外で あるの は 

勿論の 事 だ。 

(明治 四十 年 九月 十五 日 『東京 朝日 新聞』) 



上 は 病的な 例で あるが、 また 一 方で は 一 種の 風味の た 

めに 食用に する 事が ある。 昔 口 ー マ 人 は 穀物に 混じて 

はくあ 

プテオリ という 土地から 出る 白堊 を 食った という。 ボ 

じ やがい も 

ル ネオ 辺で は 菓子に 粘土 を 使う。 ボリ ビアで は 馬鈴薯 

に 粘土の ソ— スを かけて 食う。 ペルシア でも 塩気の あ 

る 土 を 食う。 それから セネ ガル 地方で は 米に 土 を 交ぜ 

て 食う が、 これ は 単に 腹 を 膨らせ るた めで 味が よいた 

めで はない らしい。 インドで は 饑饉の 時 灰 や 土 を 木の 

皮に 交ぜて 間に合わせる 事が ある。 また 医薬と して 土 

を 用いた 例 は アルメニア や スペイン にも ある。 それ か 

ら 魔法 を K うため に 土 を 呑む 事 も あるそう である。 土 



げな もの は 入ら なくなり、 ナイアガラ 辺で 起した 強大 

な 電力 を 無線電信で 洋上の 船に 送り、 軽少な 器械で 巨 

船 を 動かす ような 事になる だろう。 今日 こんな 話 は あ 

まりに 夢の ように 聞え るか も 知れぬ が、 過去 百年 間の 

歴史に 鑑 みれば そのく らいな 事 は 出来る はず だと 

云った と 聞き及ぶ。 

(明治 四十 年 九月 十七 日 『東京 朝日 新聞』) 



状 も 起らぬ が、 少しで も 結核の ある ものなら ば、 二十 

四時 間 内に 充血して 紅くなる という 事で ある。 千 人 近 

くの 患者に ついて 試験 をして この 事 を 確かめた が、 あ 

る 場合 殊に 小児な どで は、 他の 方法で どうしても 知れ 

なかった 結核の 存在 を この 法で 見付けた と 称して いる。 

(明治 四十 年 九月 二十 六日 『東京 朝日 新聞』) 



ん だん 良くなる。 例えば 男児 だけにつ いて 見ても、 二 

室の ものの 子 は 四 室の 者の 子に 比べ て 平均 十 一 ボンド 

七 分 軽く、 四. 七 インチ 丈が 低い。 女の 児の 方 はこれ 

よりも 一 層 この 差が 大きい ようで ある。 つまり 貧家の 

子供 は 自然に 栄養 その他の 欠乏から 体格が 悪くなる の 

だろう。 

(明治 四十 年 九月 二十 八日 『東京 朝日 新聞』) 



煙の 中で 呼吸す る 器械 

仏国の チソ ー という 人が、 煙 ゃ硫気 その他の 毒 瓦斯 

の 中で 仕事 をす る 人の ために 呼吸器 を 作って 発表した。 

背嚢の ような 箱から 管が 二 本 出て 口と 鼻と に 連絡し、 

巧みに 弁の 作用で、 一方から 新しい 空気 を 送り、 他方 

い き 

に 呼気 を 出す ようになつ ている。 いったん 吸うて 出し 

た 汚れた 空気 は、 背嚢に 帰って 苛性，. 加里で 清浄に され、 

再び 用いられる。 なお 不足な 空気 は 箱の 一 部に 圧搾し 



た 酸素が 必要に応じて 少しずつ 補われる 仕掛け になつ 

ている。 この 器 を 用うれば 五 時間く らい 毒 瓦斯の 中で 

働いても 差支えがない という 事で ある。 

(明治 四十 年 九月 二十 九日 『東京 朝日 新聞』) 



の ごとき 化学的の 刺戟物が 心臓の 神経に 作用す るた め 

で、 この種の 刺戟がなければ 自ずから 鼓動す る 事 は 出 

来ぬ だろうと いう。 これ は ある 学者の 新説で ある。 

(明治 四十 年 九月 三十日 『東京 朝日 新聞』) 



の 豆 ランプが 点る ので ある。 内部の 仕掛け は 簡単な も 

のでた だ 屋根の 上に 備えた 風見 鴉から 針金 を 引き 電池 

一 個 を 接続 すれば よい。 店先き に 備え付けて 人寄せの 

広告な どに 使ったら 妙だろう。 

(明治 四十 年 十月 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



朱 &I り電 1 一 お 

北米合衆国の 電話に 関する 最近の 統計 を 見る と、 国 

柄 だけに 盛んな 勢い を 示して いる。 千 九 百 〇 三年に お 

ける と 三年 後の 千 九 百 〇 六 年すな わち 昨年の 暮 におけ 

ると、 電話機の 数 も 電線の 延長 も ザット 倍に なって い 

る。 すなわち 個数の 三百 八十 万 弱が 七 百 十万 余に なり、 

電線の 三百 万 マイル 足らずが 六 百万 余に なって いる。 

加入者の 数 は 全人 口に 割り当て ると 二十 八 人に 一 人と 

なる。 一 日中の 通話の 回数が 驚くな かれ 千 六 百 九十 四 

万と ある。 



(明治 四十 年 十月 二日 『東京 朝日 新聞』) 



え、 必要に応じて 勝手に 使う 事が 出来る ので ある。 現 

に 英国 バ— ミン ガムで は 十 一 年 前から 風車で 電灯 を 点 

じている 人が ある。 その 風車 は 直径 三十 五フィ ー トで 

これ を 五十 フィ ー トの 櫓の 上に 据え付け、 十六 燭の電 

灯 二百 個 を 点ずる 外に、 なお 五 馬力の モ— トル 三 個 を 

運転して いるが、 未だ かって 停電な ど を 起さぬ という 

事で ある。 石炭 や 水力 を 得難い 土地で は 風車 を 用いた 

方が 石油 機関より は 利益 だとい う。 

(明治 四十 年 十月 三日 『東京 朝日 新聞』) 



かめら れた。 危険の 時には 汽笛、 安全の 場合に は 鐘 を 

鳴らす 事に な つてい る。 

(明治 四十 年 十月 四日 『東京 朝日 新聞』) 



と いう 事で ある。 馬鈴薯 のみならず 蕪 や 人参に も 応用 

が 出来る そうだから、 我 邦で も 軍隊の 炊事な どに 使え 

ば 便利 かと 思われる。 如何にも 米国人の 斿 えそうな 

器械で ある。 記者が この 器械の 事 を 近着の 科学雑誌で 

読んだ 後、 場末の 町 を 散歩して いたら、 と ある 米屋の 

店先で 小僧が ズックの 袋に 豆 かなに か 入れた の を 一 生 

n ン トラスト 

懸命 汗 を 垂らして 振って いた。 ずいぶんな 対 照 だと 

その 時に ちょっとお かしかった。 

(明治 四十 年 十月 八日 『東京 朝日 新聞』) 



十五 

奇妙な 病気 

始終 X 光線 を 使って いる 人 は往々 不思議な 恐ろしい 

病気に 罹る そうで ある。 この 病の ために 死んだ 人 は 米 

国 だけで 既に 四 人 ある。 第一 に斃れ たのが 有名な ェジ 

ソンの 助手 某。 次に は ボストンの 医師 某。 第三が サン 

フランシスコの 一 婦人。 第 四に 近頃 やられた の は 口 

チ エスタ ー の 外科医 ウイ ー ゲル 博士 だとい う。 この 人 

は 始めに その 右手と 左の 指 三本 を 切断した がな お 駄目 



で、 次に は 右 肩より 胸に かけて 肉 を 取り去つ たが、 そ 

れ でも 遂に 無効であった という。 この 恐ろしい 病気 は 

原因 も 全く 分らず 治療の 方法 も 知れぬ との 事で ある。 

(明治 四十 年 十月 九日 『東京 朝日 新聞』) 



十六 

脳髄の 保存 法 

解剖学 や 人類学の 参考品と して 脳 を 保存す る 方法 を 

詳しく 研究した 学者の 説に 従えば、 普通 大の脳 を 漬け 

てお く 液に はフ オル マリン を 三、 蒸 餾水を 四 五ない し 

二 五、 酒精 を 五 二ない し 七 五の 割合に 交ぜた ものた 

宜ぃ、 そして 脳の 大きい ほど 水 を 少なく 酒精の 方 を 割 

合に 多く するがよい という 事で ある。 

(明治 四十 年 十月 十 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



属 器具 等 はこの 瓦斯に は 害せられ ぬが、 硫黄 を 燃やし 

て 亜硫酸 を 発生せ しめる 際 硫酸の 瓦斯 も 伴って 出る か 

ら これが 少々 損害 を 及ぼす。 肉類、 果物、 蔬菜の 類 も 

また 多少の 損害 を 免れぬ という。 

(明治 四十 年 十月 十三 日 『東京 朝日 新聞』) 



長さ 一 マイルの 手紙 

ひもが み こまごま 

米国の ある 水兵が 電信 用の 紐 紙に 細々 と 書いた 手紙 

を その 友に 送った。 その 長さ 一 マイル 余で これ を 書き 

かいびゃく 

上げる のに 二週間 かかった という。 おそらく 開闢 以 

来の 長い 手紙であろう。 こんな 手紙 を 貰うた 人 こそ 災 

難だった ろう。 

(明治 四十 年 十月 十四日 『東京 朝日 新聞』) 



との 事で ある。 そして 面白い 事に は これらの 条件 はた 

だ 石炭 さえ あれば ほとんど すべ て充 たされる。 すな わ 

ち 石炭 を 燃やして 発電機 も 動かされる。 熱 も 炭酸 も 湿 

気 も 出来る。 窒素肥料の 硫酸 アンモニア もまた 石炭 か 

ら 採る ことが 出来る という 話で ある。 その 石炭なる も 

の は 太古の 植物から 生じた もの だとい う 事 を 考える と 

なおさら 面白い。 

(明治 四十 年 十月 十五 日 『東京 朝日 新聞』) 



かかわらず 四 マイルの 距離で 通話 自在であった という。 

(明治 四十 年 十月 十六 日 『東京 朝日 新聞』) 



めまい 

くなる。 鼓膜の 破れた 人が 耳 を 洗う 時 眩暈 を 感じたり、 

また 健全な 者で も 少時 間グ ルグル 舞うた 後に は 平均 を 

失うて 倒れたり する の は 皆 この 三半規管 を 刺戟す るた 

めだと いう。 船に 酔う の もや はり 同様な 原因に 帰す る 

事が 出来る。 

(明治 四十 年 十月 十七 日 『東京 朝日 新聞』) 



二十 二 

護謨の 新 原料 

ポ ル トガ ル 

近頃 葡国領 西部 アフリカで 発見され た 一 種の 植物 

の 球根 は 丁度 蕪菁 のよう な 格好 をして いるが、 その 液 

アル コー ル かたま 

汁 中には 護謨 を 含み、 これ を 圧搾して 酒精で 凝らせ 

ると 二分の 一 プロ セントく らいの ゴムが 取れる。 栽培 

後 二 年た てば 一 ェ ー 力— の 地面に つき 百 八十 斤く らい 

の 収穫が ある 見込み だとい う。 

(明治 四十 年 十月 十九 日 『東京 朝日 新聞』) 



章魚と 烏賊との 研究 

( 一 ) 章魚の 生殖 作用 

今年の 英国 科学 会 の 総会で ホイルと いう 動物 

学者が 講演した 章魚 や 烏賊の 類に 関する 研究の 結果 中 

しろうと 

で 吾々 素人に も 面白く 思われる 二、 三の 事実 を 夜長の 

わへい 

話柄に もと 受け売り をして みょう。 

俗に 章魚 船と 名づ けられ、 水面に 浮んで 風の まに ま 

に 帆 かけて 走る 章魚の 一 種が ある。 その 雌の 体内で 



て 逃げ出そうと 藻搔 くそう である。 けだし 一 奇観で あ 

ろうと 想像され る。 足の 脱 離す る 方の 種類で は、 雄が 

自身に 落ちた 足 を 持って行く か、 あるいは また 足が 自 

働 的に 動いて 行く か、 そこまで はま だ 研究が 届かぬ そ 

うで ある。 

(明治 四十 年 十月 二十日 『東京 朝日 新聞』) 

(二) 光 を 放つ 烏賊 

次に 面白 いのは 海底で 光 を 放つ 烏賊の 話で ある。 一 

体 頭足類の 動物 中で 多少の 光 を 放つ ものが 三十 種 以上 

も ある。 中に も 非常に 深海 底から 発見され たソ ー マト 



ラン パスと 名 づける ものの ごとき は、 その 光彩の 美 実 

に 宝石 を はめた よう だとい う。 例えば 眼の 辺に は 紺青 

色と 真珠色の 光 を 放ち、 腹部に は ルビ— 色、 雪白 色お 

よび 空色 の 光 斑 を 具え ている。 こうい う 怪物が 真暗な 

深海の 底 を 照らして 游泳す る処 もまた 一 奇観であろう 

と 思われる。 そこで この種の 動物の 発光 器 は どんな 仕 

掛けで 出来て いるもの だろうと 色々 研究した 結果、 二 

種の 区別が 知れた。 すなわち 一種の もので は 光 を 放つ 

液体 を 分泌す る 腺 を 備え、 他の 種類で は 動物の 組織の 

一 部が 発光す るの だそう である。 後者に 属する 発光 器 

に はこれ に 附属した レ ンズ や 反射鏡の) J ときもの を備 



えた 極めて 精巧な もの も あると いう 話で、 また 発光 器 

の 中には 体の 内腔に あって 透明な 肉 を 通して 光 を 放つ 

もの も あるそう である。 前に 述べた ソ ー マト ラン パス 

などで は 総計 一 一十一 一個の 発光 器 を 分類 するとお よそ 十 

種類のお のおの 異 つた 仕掛けで 出来て いるそう な。 そ 

して これらの 発光 器 は 大抵み な 腹の 方ば かりに あるの 

で、 深海の 底 を 照らしながら 食餌 を 捜し 歩く に は 都合 

のよ い 探海灯の 用 をす るの だろうと 思われる。 

(明治 四十 年 十月 二十 一 日 『東京 朝日 新聞』) 

(三) 熱の 無い 光線 



如何なる 作用で 光 を 発する かとい う 事 はま だよ く 分 

らぬ。 しかし 一 つ 注意すべき 事 は、 この種の 発光 器 は 

大抵 光線 を 出す ばかりで 熱 を 出さぬ。 これに 反して 人 

ェ 的の 光で はいつ も 熱が 伴うて 起る。 六 かしく 云えば 

機械 力なり 電気な リ また 化学作用 なり 如何なる 方法に 

よる も 熱くない 光 を 作る 事 は 出来ぬ。 つま リ 使った ェ 

ネル ギ— の 一 部 は 必ず 熱に 変じて 消費され る、 すな わ 

ちそれ だけ 余計な 勢力 を 損して いる。 しかるに 造 物 者 

の 手製の 深海の ランプ はかくの ごとく 理想的に 経済的 

にし かも 美術的に 出来て いるので ある。 

(明治 四十 年 十月 二十 二日 『東京 朝日 新聞』) 



(明治 四十 年 十月 二十 五日 『東京 朝日 新聞』) 



文 台 長の ロウェル 氏 は 断言して いる。 また 同 台から は 

一 隊の 学者 を ァ ンデ ス 山頂に 派遣し て 火星の 写真 を 撮 

しがく 

らせ たそうで あるから、 定めて 有益な 知識 を 斯学の 上 

もたら 

に 齎 す 事であろう。 

(明治 四十 年 十月 二十 六日 『東京 朝日 新聞』) 



が 潮流 を 陸 近くへ 吹き送れば 自然に 漁が 增 すの だそう 

である。 

(明治 四十 年 十月 二十 七日 『東京 朝日 新聞』) 



昨年 中 パリの パス トウ ー ル 免疫 所で 狂犬に 嚙 まれた 

人の ために 恐水病 予防の 注射 を 行うた 件数が 七 百 七十 

三、 その 中で 不幸に して 該病 のために 死んだ の はわず 

かに 二人し かない。 すなわち 恐水病と いう もの は ほと 

んど 全く 予防す る 事が 出来る と 云つ て もよ い。 

(明治 四十 年 十月 二十 八日 『東京 朝日 新聞』) 



やはり 外科 手術で 患部 を 取り去る 外 は あるまい という 

事で ある。 

(明治 四十 年 十月 二十 九日 『東京 朝日 新聞』) 



澳 国の 某 鉱山で は 近来 銅鉱から 純 銅 を 採る のに 電 

気分 解法 を 用いて いるそう だ。 その やり方 はとい うと、 

先ず 鉱石 を 粉砕し、 湿った 粘土と 混じて 焼けば 硫酸銅 

と 酸化 銅が 出来る。 これ を また 砕いて 五 プロ セントの 

稀硫酸 液に 入れ 大きな 桶で 電気分解 を やる。 陽極に は 

大 袋に 亜鉛 を 入れた もの を 用い、 陰極に は 銅板 を 用い、 

一 一 . 五 ボルトの 電圧で 千 アンべ ァの 電流 を 通す と 陰極 

の 方へ は 純 銅が だんだんに 附着し、 陽極に は 硫酸と 酸 

素が 出て 来る。 一時間に 一 キログラムの 銅 を 得る ため 

に は 約 三 馬力に 当る 電力 を 要する 勘定に な つ ている そ 



うだ。 この 法で 得た 銅 は 非常に 純良で ある 事 は 勿論で 

ある。 

(明治 四十 年 十月 三十日 『東京 朝日 新聞』) 



船に もこの 装置 を 備えて あるそう だ。 

(明治 四十 年 十月 三十 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



は 案外 人体 を 害わない そうで ある。 むしろ 坑内の 温 

度の 急変が 健康に 悪いだ ろうとの 事で ある。 

(明治 四十 年 十 一月 一日 『東京 朝日 新聞』) 



三十 二 

有益な 鼠 

しっぽ 

北米に 産す る 地鼠の 一種に 尻尾の 短い のが ある。 こ 

力た つむり 

の 鼠 は 蝸牛な ど を 捕って 食物と し、 余った 外 は 貯え 

ておいて 欲しい 時に 出して 食い、 殻 は 巣の 内外に 積ん 

でお く。 また 作物 を 荒らす 有害な 野鼠 や 虫類な ども 

捕って 食う ので 農夫に とつ て は 非常に 有益な もの だ そ 

うな。 

(明治 四十 年 十 一 月 八日 『東京 朝日 新聞』) 



三十 三 

世界 第 一 の 巨船 

現今 世界で 最大 最 速の 汽船 ルシ タニア 号 は 去る 九月 

アイルランドの ク\ -— ンス タウンよ リニ ュ ー ョ ー クま 

で 二 千 七 百 八十 一 一 浬 の 航路 を 五 昼夜と 五十 四 分 間に、 

すなわち 一 時間 一 一十三 浬 〇 一 の 速度で 快走した。 先年 

ド イチ ュ ランド 号が 二十 三 浬 一 五の 速力 を 得た に 比較 

して 少々 劣る ようで あるが、 これ は 途中で 霧に 逢うた 

ためだとの 事で ある。 今より 二十 三年の 昔 出来た アン 



ている。 

(明治 四十 年 十 一 月 九日 『東京 朝日 新聞』) 



に は 逆らって 疾走し 得る 事 を 確かめた から、 更に 来年 

の 夏 を 待つ て 再挙 を 計る はず だとい う。 

(明治 四十 年 十 一 月 十日 『東京 朝日 新聞』) 



(明治 四十 年 十 一月 十一 日 『東京 朝日 新聞』) 



三十 六 

ドイツの 製粉 研究所 

ドイツ人が すべての 工業の 発達 を 計る ために その 根 

本た る 科学的の 研究に 注意す る 事 は 今に 始めぬ 事 だが、 

今度 また 麵麵 粉の 研究所 を 新たに 設立し 既設の 製糖 並 

びに 醸造 研究所と ともに 三幅対 を 作る そうで ある。 そ 

の 設備の) J と きず い ぶ ん 大きな も の で 、 例えば その 倉 

庫に は 三十 万 貫に 近い 穀物 を 貯える 事が 出来る。 動力 

に は 電気 を 用い、 器械 は 最新式に 依り 十 時間に 四 トン 



の 粉 を 作る 事が 出来る。 また 麵麴 製造 部 もあって 大仕 

掛けの 研究 を やる ようになつ ている。 この 設立に 際し 

て 農務 省 は 三十 万円 ほどの 費用 を 支出し、 なお 年々 保 

せいまう 

護 を 与える はず、 そして ドイツの 製粉 組合 ゃ製麴 組合 

等の 合同で 維持して 行く との 事で ある。 貯蔵、 製粉、 

製麴 に関する あらゆる 科学的 並びに 実用的の 研究 をす 

もとめ 

る 外、 なお 広く 民間の 需 に応じて 雑穀、 粉、 麵麴 等の 

分析 等 をす るそう である。 

(明治 四十 年 十一 月 十二 日 『東京 朝日 新聞』) 



三十 七 

ロシアの 蟻 

露国 の カザ ン 大学 は 古来 有名な 科学者 の 出た 処 であ 

る。 近頃 ここの ルス ツキ ー という 動物学者の 著わした 

しがく 

『ロシアの 蟻』 と 題す る 書の ごとき も 斯学 上 有益な も 

の だそう である。 初 編 だけ 刊行され たが 八 百 頁の 大冊 

である。 著者の 調べた だけで も 露国 全体に 産す る 蟻の 

種類が 三千 五 百 も あるとの 事で ある。 

(明治 四十 年 十一 月 十三 日 『東京 朝日 新聞』) 



びて いるが 非常に 純粋なる もの だそう な。 この 石の 結 

晶の 形から 察する 所、 これ はよ ほど 巨大な 金剛石の 一 

半が 欠損した ものだろう という。 これ を 採掘した プレ 

ミア ー 会社 社長の 名 を 取って クリ ナンダ ィァ モンドと 

命名され ている。 

(明治 四十 年 十 一 月 十六 日 『東京 朝日 新聞』) 



三十 九 

赤茄子の 伝来 

洋食に 用いる トマトの 来歴 を 調べた 人の 説に よると、 

この 植物 は 十六 世紀の 中頃に 南米 ぺ ル— から スぺ イン 

あるいは ポルトガルに 渡り それから 欧洲に 拡がった も 

ので ある。 しかし その 頃 は 単に 飾り物に 使う だけの 事 

で 栽培 も あまり 盛んでなかった が、 十九 世紀に なって 

後 だんだん 食用 せらる るよう にな つたそう である。 

(明治 四十 年 十 一 月 十七 日 『東京 朝日 新聞』) 



なお 

蜂に 刺される と リウ マチスが 癒る という 云い 伝えが 

英国 辺りで 昔から 行われて いるので、 その 真否 を 試す 

ために 材料 を 集めて いる 人が ある。 我 邦で もそう いう 

例が あるか どう だか 御存じの方 は 教えて 頂きたい。 

(明治 四十 年 十 一 月 十九 日 『東京 朝日 新聞』) 



(明治 四十 年 十 一 月 一 一十 日 『東京 朝日 新聞』) 



水の 清浄 法 

近頃 汚水から 清水 を 得る のに 電気分解 を 用いる 法が 

出来た。 汚水 中に アルミニウムの 電極 を 入れて 電流 を 

通 ずれば、 過 酸化 アルミニウム を 生じ、 これが 種々 の 

汚物に 結合して 固まって しまう。 これ を 一遍 漉せば 非 

常に 清浄な 水が 得られる そうで ある。 

(明治 四十 年 十 一月 二十 一日 『東京 朝日 新聞』) 



近頃 米国の ディ オンと いう 人が 専売特許 を 得た 海底 

灯と いうの は、 港な どの 水底に 強烈な 電灯 を 点じて、 

闇の 夜 や 霧の ある 時 入港 を 容易なら しむる 仕掛けで あ 

る そ A つな。 

(明治 四十 年 十一 月 二十 五日 『東京 朝日 新聞』) 



フ リカの 象 は 一体 背が 低く、 コンゴ ー で 馴らして いる 

の は 肩の 高さ 四 フィ— ト四 インチく らいから 五 フィ— 

ト七 インチく らいな もの だとい う。 

(明治 四十 年 十一 月 二十 六日 『東京 朝日 新聞』) 



な 役目が 增 したから 早晚 どうしても 何等かの 害 を 生ず 

るよう になる ご 少年な どに は あま リ 必要 もない 読書 

を させぬ ようにせ ねばなる まいと いう 事で ある。 

(明治 四十 年 十一 月 二十 七日 『東京 朝日 新聞』) 



四十 六 

大洋 中の 拾い物 

本 月 十四日の 本紙に 横 浜の 人が 北太平洋で 鮫 漁 中に 

英文の 手紙の 入った 空瓶 を 拾うた 記事が 出て いたが、 

近着の 科学雑誌 を 見る と 次の ような 事が 載せて ある。 

r ゥ ー ドジョ —ンス という 人が 一 昨年の 暮に インド洋 

から 空瓶 を 数個 海中に 投じ、 その 中に 手紙 を 封入して 

誰でも これ を 拾うた 人 は その 場所と 時日 を 通知す るよ 

うに 依頼して あった。 ところが 昨年の 五月に アフリカ 



のソ マリの 海岸で その 中の 一本 を 拾い上げ、 また 今年 

の 七月 同じ 処で 他の 一本 を 拾い上げた。 それで インド 

洋の 真中から 西の方へ 向うた 不断の 潮流が ある 事が 知 

れる、 云々」。 北太平洋の も あるいは この 仲間で ない 

びん 

とも 限らぬ から 罎の 写真で も 撮って 知らして やったら 

よかろうと 思う。 

(明治 四十 年 十一 月 二十 八日 『東京 朝日 新聞』) 



狂人の 眼と 髪 

これ は スコットランドの 話で 我 邦に は 応用し 難い か 

も 知れぬ が、 同地の 瘋癲 病院で 調査した 処 によれば、 

統計 上 狂者に は 普通の 人よりも 眼の 色が 薄く 髪の 色が 

濃い のが 多い という 事で ある。 

(明治 四十 年 十 一 月 三十日 『東京 朝日 新聞』) 



みみ らっぱ 

新発明の 耳 喇叭 

スゥェ ー デン 政府の 電話局で 近頃 発明され た 耳 喇叭 

は 交換手の 耳に さし 込んで 通話 をす るた めの もので あ 

るが、 これ はまた 耳の 遠い 人の ために も 重宝な もので 

あるそう な。 この 器械の 電線 は 耳の 背後な どに 隠せば 

少しも 目に 立たぬ そうで ある。 

(明治 四十 年 十二月 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



ジゥム のために 変色す る 事 はよ く 知られて いたが、 今 

度の 発見が 確か なれば よほど 著しい 事と 云わねば なら 

ぬ。 

(明治 四十 年 十二月 十六 日 『東京 朝日 新聞』) 



五十 

濃霧 を 消散す る 新案 

ロンドン は 霧の 名所で あるそう なが、 近頃 マジ ョラ 

と い う 人が - J の 霧 を 消す 新案 をして 気象台で， J れに関 

する 研究 をして いるそう な。 その 法 はと 聞いて みると 

ずいぶん 大仕掛けな ものである。 直径 六 フィ— ト、 高 

さ 六十 フィ— トの 鋼鉄 製の 大砲 を 作リ、 その 中で ァセ 

チ リン その他の 瓦斯 を 爆発 さ せ 空気 に 劇 動 を 起さ せ る 

趣向 だとい う。 遠からず この 研究に 関する 報告が 出る 



はずに な つてい る。 

(明治 四十 年 十二月 十七 日 『東京 朝日 新聞』) 



来年 九月 一 一十 一 日より 十月 十二 日まで 米国 ヮ シン ト 

ン府で 表題の 会議が 開かれる。 全体 七 部門に 分れて、 

結核に 関する 病理、 療法、 予防 その他 一 切の 会議 をす 

る はずで、 また 開会 中は該 病に 関する 展覧会 を 開いて 

公衆に 観せ るそう である。 

(明治 四十 年 十二月 十八 日 『東京 朝日 新聞』) 



感ずる が、 それ 以上 高く する か、 また 細かい 網に 入れ 

て 蚤の 出入りせ ぬよう にして おけば 伝染せ ぬと いう。 

まそう 

もし 鼠が 人間なら 捕 蚤の 懸賞で もす ると ころだろう。 

ついでに ぺ ストの 本家本元 たる インドで は 宗教 上の 迷 

信から 殺生 を 絶対的に 忌む ので、 鼠 狩りの 実行が 甚だ 

困難な ようで ある。 

(明治 四十 年 十二月 十九 日 『東京 朝日 新聞』) 



五十 三 

人造藍と 天然 藍 

I を 人工的に 合成す る 法が 出来て 以来、 人造藍の 需 

要が 増す につれ て 天然 藍の 産額が 減ずる 傾向 を もって 

いるの は 著しい 現象で ある。 例えば 天然 藍の 産地た る 

インドで はこの 二、 三年の 間に 藍の 栽培 面積が 半分 以 

下に 減少して しまった。 また 英国で は 一昨年と 昨年と 

の 比較 統計に よると 人造藍の 輸入 高が 二割 ほど 増し、 

これに 反して 天然 藍の 方 は 七 分く らいの 減額 を 示して 



いる。 しかし まだまだ 天然の が 人造のに 圧倒され ると 

ころまでに は 月日が ある。 栽培 法 や 製法の 改良 を 加え 

て 行けば、 天然 藍 も 当分 市場に 立ち ゆかれる 見込み だ 

と いう。 

(明治 四十 年 十二月 二十日 『東京 朝日 新聞』) 



を 挿し 込んで これに 強い 電流 を 送り、 粉が 熔けた 時に 

型の 口から 空気 を 吹き込め ばよ い という 事で ある。 

いったん 熔 かした 水晶 製の 器物 は 耐火力が 強く、 また 

熱の ために 破れる 憂いがない。 真 赤になる ほど 焼いた 

の を 冷水 中に 投じても 何の 異状 もない というの が 特長 

である。 

(明治 四十 年 十二月 二十 七日 『東京 朝日 新聞』) 



五十 五 

巨船 モ— レタニ ァ 

先日 ルシ タニア 号の 話 を 掲げた が、 その 姉妹 船モ— 

レ タニア 号に 関する 概略の 数字 だけ 比較の ために 挙ぐ 

れば、 船の 長さ 七 百 六十 フィ— ト、 幅が 八十 八フィ ー 

ト、 トン 数 三 万 二 千。 乗客の 数 は 一等 五 百 六十 三人、 

二等 四百 六十 一 人、 三等 千 百 三十 八 人、 試運転の 

平均 速度.. 一 一十 六 浬 三で ある。 



女優と 無線電信 

有名な 仏の 女優 サラ . ベ ルナ— ルは 近頃 北米と 欧洲 

との 間に 開通され た 無線電信に ついて 次の ような 事 を 

云って いる。 「このように ョ— 口 ツバと アメリカ とが 

虚空 を距 てて 睦まじく 接吻す るよう になった の は 科学 

の 力の 最も 詩的な 表現で ある」 と。 

(明治 四十 年 十二月 二十 八日 『東京 朝日 新聞』) 



作る に は 細い 格子の ような ものと 護謨 写真と 同じ 法で 

板に 写し これ を 染める ので ある。 この種の 写真で は 色 

はよ く 出ても 一 体に 暗くなる のが 欠点で あるが、 ポオ 

リ ー 氏 は 特別な 仕掛けで これ を 照らし 一 体 を 明るく 見 

せる ようにし たという 事で ある。 前のと 今度のと の 優 

劣 は 現物 を 較べて みねば わからぬ。 

(明治 四十 年 十二月 二十 九日 『東京 朝日 新聞』) 



(明治 四十 年 十二月 三十日 『東京 朝日 新聞』) 



噴火 を やった が、 その後 同国 陸軍 地理 局で 測量 を 行つ 

た 結果に よると、 噴火 前にお ける 最高点の 高さ 海抜 千 

三百 三十 五メ— トルあった のが 千 一 一 百 一 一十三 メ— トル 

ゥ アルレ デル イン フ エル ノ 

に 減じて いる。 その代りに 地獄 谷 などと いう 窪 

みは 五メ— トルない し 五十 メ ー トルの 高さに 埋められ 

たそうで ある。 

(明治 四十 一年 一月 一日 『東京 朝日 新聞』) 



五十 九 

結核 病と 食物 

結核菌 を 接種した 動物に 種々 の 食物 を 与えて 病の 経 

過 を 試験した 結果に よると、 脂肪 分 を 主に 与えた もの 

は 四十 日く らいで 死し、 含水炭素 殊に 砂糖 を 多く 与え 

たもの は 八十 七日く らいで 死んだ。 これに 反して 含窒 

素 食物 を 主に 食わせた 動物 は 三百 七十 一 日 生きて いた 

そうで ある。 

(明治 四十 一年 一月 一 一十 五日 『東京 朝日 新聞』) 



六十 

灯台の 光 色 

海上で 遠い 灯台 を 見出した 時 その 光の 色が 赤 だか 青 

だか 分りに くい 事が ある。 その 時 は 双眼鏡 か 何 かで 見 

て 肉眼で 見た のと 比較し、 もし 肉眼で 見る 方が よく 見 

えれば その 灯 色 は 赤 光で、 そうでなければ 青 か 白 だと 

いう。 

屍体と X 光線 



生きて いる 人体の 腹部 を X 光線で 照ら し 写真 を 撮 つ 

て も 胃 や 腸 を 識別す る 事が 出来ぬ が、 死後 間もなく 写 

して 見る と 明らかに これらの 臓腑の 所在が わかる。 そ 

して 死後 時間が 経つ に 従ってい よいよ 明白になる。 生 

きている うち は 内臓が 絶えず 動いて いるから 写らぬ の 

だろうと いう 説に なつ ている らしい。 

(明治 四十 一年 一月 一 一十 六日 『東京 朝日 新聞』) 



だけ 早く 死ぬ る。 いずれにしても シカゴから セン トル 

ィ まで 三百 二十 二 マイルの 流れ を 下る に は 十一 曰くら 

いか かるから、 この間に は 病菌 は 大抵 死滅す るだろう 

という 事に 帰着した ようで ある。 ついでに 人体 や 湿 土 

中に おける 該菌の 寿命 は 数 週ない し 数 月に も わたると 

いう。 

(明治 四十 一年 一月 一 一十 七日 『東京 朝日 新聞』) 



六十 二 

迅速なる X 線 写真 

従来 X 線で 人体の 内部な ど を 写真す るに 当って 一 つ 

の 欠点 は 照射 時間の 長い 事で ある。 つまり 早 撮りが 出 

来ぬ から 運動して いる 臓腑 を 写す 事が 出来ぬ。 もし こ 

の 早 撮りが 成 効 すれば 体中の 活動写真が 撮れる 事に な 

るので ある。 しかるに 近頃 口 ー ゼンタ —ルは 特別な 感 

応 コイル を 発明し、 これによ つて X 線 を 生ずれば 喉頭 

の 写真 をわず か 二 秒 間で 撮る 事が 出来る という 事 を 発 



表した。 もう 一 息 早く なれば 遂に は 内臓の 活動写真 も 

出来る だろうと 思われる。 

(明治 四十 一 年 一 月 三十日 『東京 朝日 新聞』) 



人 等 はそんな 事と は 知らず、 待て ども 待て ども 順番が 

来ぬ、 殊に パリの 銀行家な ど 一 刻 を 争う 経済 上の 交渉 

を ひかえて いるので 気 は 気で ない。 時の 立つ うちに ど 

んな 事が 起ろうかと 青くな り 赤くな つたと いう 話で あ 

る。 

(明治 四十 一 年 二月 四日 『東京 朝日 新聞』) 



面白い 電灯 

近頃 室内に 取りつ け または 卓上に 置く 電灯に 面白い 

自働 装置 を附 した ものが 工夫され た。 例えば 人形が 電 

灯 を 持って 立 つ ている のなら ば 灯が 点る と 同時に 電灯 

を 高く 振り あげる。 また 柱な どに 竜 や 鬼の 頭 をつ け、 

夕方が 来る とこれ が 口 を 開けて 電灯 を 吐き出す ような 

仕掛けに な つてい る。 

(明治 四十 一 年 三月 六日 『東京 朝日 新聞』) 



新しい 白熱 電灯 

近頃 トムソン • ボ— ス トン 会社で 専売特許 となった 

白熱灯の 炭素 線 は 純粋な 石墨 だ という。 これ を 作る に 

は、 油煙 を 電炉の 中で 摂氏 三千 度に 熱した ものに 或る 

糊 を 混じて 線 状と し、 これ を 四百 度に 熱して 糊 を 炭化 

させる の だそう である。 

(明治 四十 一 年 三月 七日 『東京 朝日 新聞』) 



き 土地に 応じて 適当な 処の産 を 用いねば なるまい とい 

う 事 を 論じて いる 人が ある。 但し 樅の 外の 樹木に も 同 

様の 事が あるか どうか は、 まだよ くわから ぬよう であ 

る。 

(明治 四十 一 年 三月 十九 日 『東京 朝日 新聞』) 



の 事で ある。 

写真の 無線 電送 

近頃 写真電送 という 事が 大分 評判に なった が、 従来 

の 法 はみ な 電線に よって 電流 を 伝える ので ある。 とこ 

ろが、 昨年の 暮に 仏国で 試験した ペル ジョン ノォ 式と 

いうの は、 長い 導線 を 引かずに 無線で 写真 を 電送す る 

の だそう な。 パリと マルセ— ュ 間で 試験の 結果、 好 成 

績を 得た と 伝えられ ている。 

(明治 四十 一 年 三月 一 一十 日 『東京 朝日 新聞』) 



六十 八 

真珠の 採取に X 光線の 応用 

おびた だ 

世界中の 真珠 産地で 年々 に 採る 母 貝の 数 は 夥しい 

ものであるが、 その 中で 真珠 を 含んで いるの は 比較的 

に 少ない、 それで 母 貝の 多数 はつ まり 無駄に 殺されて 

しまう 事になる。 もし 貝 を 開かずに 真珠の 有無 を 験す 

る 事が 出来れば 非常に 無駄が 省け る 訳で ある。 ところ 

が 今から 七 年 前に ジュ ボアと いう 人が X 線で 真珠貝の 

写真 を 撮 リ珠を 験す る 事 を 考え出し たが、 なにしろ 沢 



山な 貝の 写真 を 撮る の はかなり に 手数で も あり 費用 も 

かかる ところから、 実業 社会 の 注意 を惹く に 至らな 

かった。 しかるに また 近来 ニュ— ョ ー クの ソロモンと 

いう 人が 同じ 考え を 起して 大仕掛けに 資本 を かけて こ 

かます 

の 法 を 用いる 事に なった そうで ある。 队 のよう な 物 

に 母 貝 を 沢山に 並べた の を 一 度に 写真に とる。 そして 

真珠の あるの はすぐ に 採り 出し、 な いのは 養殖場へ か 

えす そうで ある。 この 法が 果して 収支 相 償って 利益が 

あるか どうか は 他日 を 待たねば 分らぬ が、 とにかく 来 

国人が 科学の 応用に 熱心な 一 例と 見る 事が 出来る。 

(明治 四十 一 年 三月 一 一十 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



防ぐ とて 一 種の 眼鏡 を かけさせた 話が ある。 それほど 

に 強くない 光で も 永い 間に は 案外の 害 を 及ぼす から、 

灯光な どで もなる ベく 裸 火 を 廃して 磨 硝子の 玉 ボャの 

ような もの を かけた 方が よい。 近頃の 話 だが、 米国の 

ある 夜学校で 強い 電灯 を 点じて やって いたが 学生 中に 

眼病が 非常に 出来て 困った。 そこで 電灯の 下に 反射鏡 

を 取り付け 光 を 天井から 反射させる ように 改良したら、 

その後 は 眼 を 病む 者が サッ パリ なくなつ たという 事で 

ある。 

(明治 四十 一 年 三月 二十 九日 『東京 朝日 新聞』) 



能な 勢力 であるか という 一 例と して 御 紹介す るので 

ある。 但し 考案 だけで 器械が 出来た ので はない。 

(明治 四十 一 年 三月 三十日 『東京 朝日 新聞』) 



ていたが、 今 率先して これに 着手した の は 同大 学の 美 

挙 といわねば ならぬ。 

(明治 四十 一 年 三月 三十 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



独り 空気 中に 混ぜる ヘリウムの みは どうしても 液体に 

才 ラ ンダ 

ならなかった。 しかるに 今年 三月 初めに 至って 和蘭ラ 

イデ ン の 大学教授 ォ ン ネス 氏 はついに- J れをも 液化し 

得た と 伝えられる。 

(明治 四十 一 年 四月 五日 『東京 朝日 新聞』) 



七十 三 

露国 政府と 前世界の 巨獣 

近頃 シベリアの 東北 部ャク ー ック 地方で、 前世界の 

巨象 マンモスの 遺骸が 発見せられ たので、 露国 政府で 

は その 研究の ために 学者 を 同地 方に 派遣す る ことと な 

リ、 同国 学士院の 動物学 博士 等 数名が 出張 を 命ぜられ 

たそうで ある。 約 一年 余の 時日 を 費やす 予定で、 その 

費用と して 一 万 六 千ル— ブル (約 一 万 三千 円) を 国庫 

より 支出す る ことと なった そうで ある。 露国 政府が 純 



粋な 科学の 方面に も 冷淡で ない 一 つの 例と して 御 紹介 

する ので ある。 

(明治 四十 一 年 四月 八日 『東京 朝日 新聞』) 



リウ ム (太陽 素) と名づ けられた が、 しかし 地球上の 

空気 中に も存 するとい う 事 はわず かに 数年 前 発見 せら 

れ たので ある。 最も 軽い そして 他 元素と 化合し 難い も 

ので ある。 近年 ラジウムの 研究が 進む につれ、 へ リウ 

ムは ラジウムより 変化して 出来る もの だとい う 事が 知 

れ、 元素と いう もの は 変化せ ぬ 物 だとい う 従来の 考え 

を 打破った ので 科学者の 注目 を ひいて いる。 

(明治 四十 一 年 四月 九日 『東京 朝日 新聞』) 



ある。 この 方法に よって 言語 を 発する ようになった 啞 

者 は 沢山 あるそう な。 

(明治 四十 一 年 五月 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



植物 を 保存す る 時に 一 番物 足らず 思う 事 は 美しい 緑 

が 褪めて しまう ことで ある。 この 緑色 を そのままに 保 

存 する 法に ついては 色々 試験 をした 人が ある 中に、 数 

年 前 トレ— ル 博士 は 次の 法 を 発表した。 すなわち 

さくさん どう 

醋酸 銅 を 醋酸に 溶かした ものに 植物 を 浸せば、 葉緑素 

と 銅との 化合で 不変の 緑色 素が 出来る というの である。 

近頃 更に 発表した ところに よれば、 この 溶液 を 熱して 

沸騰し つ つ ある 時に 用いる 方が よいそう である。 

(明治 四十 一 年 五月 六日 『東京 朝日 新聞』) 



う 事が わかった。 

(明治 四十 一 年 五月 十 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



て 数 葉の 写真 を 撮れば あと は 机の 上の 仕事で 立派な 地 

図で も 何でも 出来る。 一 日 野外で 馳け まわる 必要 はな 

い。 最近の 米国 雑誌に よれば、 この種の 測量に パ ノラ 

マ 写真機 を 用うれば 最も 簡便 だとい う 事で ある。 

(明治 四十 一 年 五月 十五 日 『東京 朝日 新聞』) 



かくして 出来た 大きな 氷柱 を 片端から 折り 取って 氷 蔵 

へ 収め、 夏まで 貯蔵す るので ある。 この 法で やれば 一 

夜に 九 尺 四方く らいな 氷塊が 出来る そうな。 但し 気温 

が 摂氏 零度 以下 数度に 降らねば 駄目な 事 は 勿論で ある。 

(明治 四十 一 年 五月 十八 日 『東京 朝日 新聞』) 



て ある。 この 法で 消毒 すれば どんな バクテリア でも 残 

らず 死んで しまう、 そして 蒸餾 水な どと はちが つ て 水 

の 固有の 味が 少しも 変らぬ という 利益が ある。 尤も 汲 

み 出した 時には オゾンの 臭気が する が、 これ はすぐ に 

消失す ると いう 事で ある。 

(明治 四十 一 年 五月 十九 日 『東京 朝日 新聞』) 



が、 金剛石 は 摂氏 一 一千 度 近く 熱せられ 真黒な 骸 炭に 変 

化した そうで ある。 

(明治 四十 一 年 五月 一 一十 日 『東京 朝日 新聞』) 



八十 二 

学者の 犠牲 

英国の ホ— ル エド ヮ— ド という 学者 は X 線の ために 

左の 手 全体と 右の 手の指と を 失った。 その 犠牲の 報酬 

として 年金 千 一 一 百 円 ほどと 一 時 金 八 千円く らいと を 貰 

う 事に な つ たと 伝えられる。 

メキシコ 人の 飲料 



(明治 四十 一 年 五月 一 一十 五日 『東京 朝日 新聞』) 



しい。 これが 六 千年 後の 今日まで 存 している の は、 全 

く エジプトの 空気が 非常に 乾燥し ている ためで ある。 

(明治 四十 一 年 六月 二日 『東京 朝日 新聞』) 



仏国 学士院の 報告 中に ボン 二 ェ— という 人が 次の よ 

うな 実験の 結果 を 述べて いる。 一日 庭に 角砂糖 をい く 

つか 出して おいたら、 やがて 一群の 蜜蜂が これにと 

まって しきりに 骨折って いたが、 堅くて 喰い 欠く 事が 

しばらく 

出来ぬ と 見えて 一時 飛び去って しもうた。 少時して 後、 

今度 は 泉水の ある 処 から 水 を 含んで 来て それで 砂糖 を 

溶かし その 汁 を 吸うて 巣に 帰った。 

(明治 四十 一 年 六月 十九 日 『東京 朝日 新聞』) 



八十 五 

天然色 活動写真の 発明 

活動写真 を 見 て 遺憾 に 思う 事 は これに 天然の 色彩の 

欠けて いる 一 事で ある。 しかるに 近頃 アル バ— ト • ス 

ミスと い う 人が 天然色 の 活動写真 を 発明して y J の 欠点 

を 補う に 到った。 尤も 以前に アイ ヴス という 人が 三色 

写真 を 応用して 三色の 活動写真 を 一 つの 障子に 重ね 映 

じた 事 はあった が、 何分に も 三 個の 器械 を 合せ 用いる 

に は 種々 の 困難が あつ て 到底 広く 実用に 適する に 至ら 



度 一 一色の 写真 を 重ねて 見る と ほとんど 同じ 結果に なリ 

従って ほぼ 天然色に 近い ものが 現れる ので ある。 従来 

の 三色 写真に 対した だ 一 一色 を もって 如何なる 程度まで 

天然色 を模 する 事が 出来る か は 多少 疑問で あるが、 と 

にかく 相応の 好結果 を 得た と 伝えられ ている。 この 写 

真 並びに 幻灯に 用いる 赤 緑 一 一色の 膜の 色が 最も 研究 を 

要する ところで あるら しい。 

(明治 四十 一 年 六月 一 一十 八日 『東京 朝日 新聞』) 



を 印刷物に 利用 すれば、 遠い 異郷で 毎朝 出る 新聞 を 同 

日 同 刻に そのまま 見る 事 も 出来る だろうと の 事で ある 

(明治 四十 一 年 七月 四日 『東京 朝日 新聞』) 



八十 七 

死産児の 鑑定 法 

嬰児の 死体 を検 して これが 果して 本当に 死んで 後 分 

娩 された か あるいは 出産 後 死亡した かとい う 事 を 容易 

に 判別す る 新法が 近頃 仏国 学士院の 報告に 発表され た。 

その 所説に 拠れば、 疑問の 死体 を X 線で 透して 撮影す 

れば、 もし 本当の 死産 なれば 体内の 機関 は 一 つも 写ら 

ぬが、 少しで も 空気 を 呼吸した もの なれば 胃 だけが 現 

れる。 またもし 胃と 腸と が 写れば、 その子 は 出生 後一 



時間ない し 十四 時間 生存して いた ものである。 もし 数 

日 栄養 を とらず 生きて いたの なれば 胃腸の 外に 肺 並び 

に 肝臓が 写る。 また 数日間 食物で 養われた もの なれば 

内臓 諸 機関 はいよ いよ 明らかで、 なお 腸 部に 発生す る 

瓦斯の ためこの 部が 特に 明らかに 写る との 事で ある。 

(明治 四十 一 年 七月 一 一十 日 『東京 朝日 新聞』) 



(明治 四十 一 年 十月 一 一十 五日 『東京 朝日 新聞』) 
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